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話題のひろば
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コ
ー
ヒ
ー
を
愛
し
、
コ
ー
ヒ
ー
に
生

涯
を
捧
げ
た
コ
ー
ヒ
ー
男
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上

島
瑚
誹
株
式
会
社
代
表
取
締
役
／
上
島

忠
雄
会
長
が
加
月
剖
日
に
永
眠
さ
れ
、

そ
の
社
葬
が
、
蝿
日
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
、
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
に
約
６
千

人
が
参
列
し
、
ダ
イ
エ
ー
中
内
巧
社
長

の
葬
儀
委
員
長
、
喪
主
・
上
島
達
司
社

長
の
も
と
に
〃
コ
ー
ヒ
ー
葬
″
が
と
り

行
わ
れ
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

明
治
妃
年
加
月
奈
良
に
生
ま
れ
、
昭

和
８
年
、
神
戸
で
上
島
忠
雄
商
店
を
創

業
。
戦
後
、
コ
ー
ヒ
ー
が
伸
び
る
と
昭
和

妬
年
に
上
島
瑚
誹
株
式
会
社
を
設
立
、

社
長
に
就
任
。
妬
年
に
〃
缶
コ
ー
ヒ
ー
″

が
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
。
そ
の
後
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ボ
リ
ビ
ア
、
エ

ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ホ

ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
エ
チ
オ
ピ

ア
、
ハ
ワ
イ
な
ど
世
界
中
に
訓
誹
産
地

を
持
っ
て
〃
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
Ｕ
Ｃ

Ｃ
″
と
コ
ー
ヒ
ー
王
の
座
に
つ
い
た
。

昭
和
弱
年
７
月
会
長
就
任
、
社
団
法

人
全
コ
ー
ヒ
ー
協
会
初
代
会
長
に
。
師

年
１
月
エ
ル
。
サ
ル
バ
ド
ル
、
能
年
に

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
神
戸
駐
在
名
誉

領
事
と
な
っ
た
。

細
川
首
相
か
ら
「
コ
ー
ヒ
ー
に
か
け

る
情
熱
に
心
を
打
た
れ
て
い
た
』
と
、

コ
ー
ヒ
ー
に
生
命
を
か
け
た
会
長
へ
惜

別
の
弔
電
が
披
露
さ
れ
た
。

参
列
者
の
献
コ
ー
ヒ
ー
に
、
「
あ
り
が

と
う
ノ
．
あ
り
が
と
う
／
と
父
が
喜
ん
で

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
達
司
社
長

の
答
礼
の
言
葉
は
明
る
か
っ
た
。

参列者がコーヒー豆で御焼香した

日

篭

;諺《

＜Ｉ＞

□
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
誹
株
式
会
社
代
表
取
締
役

故
上
島
忠
雄
会
長
の

コ
ー
ヒ
ー
に
捧
げ
た

コ
ー
ヒ
ー
人
生
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Li鞘

＜Ⅱ＞

１
１１７
１

神
戸
の
老
舗
画
廊
「
元
町
画
廊
」
（
佐

藤
廉
画
廊
主
）
の
〃
番
頭
役
“
岡
田
弘

さ
ん
が
、
今
年
度
の
「
ロ
ド
ニ
ー
賞
」

を
受
賞
さ
れ
た
。

元
町
画
廊
と
い
え
ば
、
「
具
象
人
間
五

人
展
」
、
現
代
美
術
の
「
７
／
７
／
７

展
」
な
ど
の
意
欲
的
な
企
画
展
を
開
催
、

幾
多
の
作
家
を
育
て
て
来
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
仕
事
を
裏
で
支
え

て
来
た
の
が
岡
田
さ
ん
だ
。

こ
の
道
四
十
年
の
業
績
に
対
し
て
の

受
賞
だ
が
、
あ
ま
た
あ
る
賞
の
中
で
、

こ
の
ロ
ド
ニ
ー
賞
は
岡
田
さ
ん
に
最
も

ふ
わ
さ
し
い
賞
と
言
え
る
か
も
分
ら
な

い
。
と
言
う
の
は
、
神
戸
の
菓
子
メ
ー

カ
ー
の
老
舗
で
あ
る
「
神
戸
風
月
堂
」

が
資
金
を
提
供
、
運
営
す
べ
て
が
市
民

の
手
で
行
わ
れ
、
神
戸
の
市
民
文
化
の

振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人

に
贈
ら
れ
る
か
ら
だ
。

表
彰
式
で
は
、
選
考
委
員
長
で
あ
る

作
家
の
陳
舜
臣
さ
ん
か
ら
記
念
品
と
し

て
造
形
作
家
の
小
林
陸
一
郎
さ
ん
の
作

品
が
岡
田
さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
た
。

「
画
商
を
型
年
間
続
け
て
参
り
ま
し
た

が
、
美
術
の
創
作
品
を
手
が
け
、
美
の

背
裏
に
あ
る
物
理
的
な
金
銭
の
要
求
を

い
た
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
美
術
の
裏

方
の
商
人
に
光
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し

た
こ
と
は
、
生
き
る
喜
び
で
あ
り
、
こ

の
賞
を
励
み
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
作
家
た
ち
の
美
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
市
民
の
方
々
に
観
賞
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
私
達
、
美
術
の
裏
方
の
喜
び
で

あ
り
ま
す
。
」
と
岡
田
さ
ん
の
言
葉
。

驚蝿；
話題のひろば

繍篭｡欝鷲‘蕊蕊 ▼

右喜びの受賞者岡田弘さん左上岡田さんと審査委員長の陳舜臣さん左下岡田さんを囲む審査員と前回までの
受賞者ほか

騨鶏繰趨鴬

神
戸
の
美
術
界
で
の

功
労
を
讃
え
る

口
神
戸
風
月
堂
が
贈
る
ｌ
「
第
４
回

ロ
ド
ニ
ー
賞
」
受
賞
に
岡
田
弘
さ
ん

識篭蕊蕊蕊
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●あこや亭住吉店開店披露パーティー
１１月１日( 月) 、かねてより改装中であった「あこや亭

住吉店」が完成、披露パーティーが開かれた。布引店と
ともにメニュー内容が一新され、住吉で新しい和風料理
店として、スタートした。

②淡路の“新名所”で「ＢＣＳ賞」受賞
権威ある建築賞｢ ＢＣＳ賞｣ に｢ 真言宗本福寺水御堂｣ の
施行により大工建設株式会社が決まり、記念祝賀会が１１
月2 7 日に開かれた。かつて例のない“池の下の御堂”に
よる受賞に､ 関係者は喜びを隠しきれない様子であった。

:蕊：

③増田洋さんの「出版記念とご苦労さま会」
１１月2 9 日( 月) 、ポートピアホテルで、前兵庫県立近代
美術館次長増田洋さんの出版記念と退職にあたってのの
ご苦労さま会が開かれた。アーティストをはじめ美術関
係者約4 0 0 名がかけつけ、増田さんの功績をたたえた。

謹鵜蕊蕊議ｉ 【
○
国
国
目
○
国
○
の
●
侭
○
国
両
目
○
四
○
ｍ
●
一
嗣
○
、
両
目
○
四
○
の
●
【
○
国
画
目
○
四
○
の

⑤

剖認韓離寵

瀞iｉ
齢‘需辱顎惑鐙_ 晶弾鍵謹縄識謡

町戸_ . ｡ . ･ ･ ･ 辱‘翫錨宅…、仲認・群需毎 ハハハバ．鐸, ￥, 騨鱗# 罫騨箪溌: 蕊癖騨需. ' i リ

●フル･ 一ツ・フラワーパークのスケ･ - - . トプラザオープン
１１月2 7 日( 土) 、中世の香りあふれるルネサンス城をバ
ックに，広大なスケート広場が誕生。オープニングでは
フィギュアスケートの演技やアイスホッケー、スピード
スケートの競技が来園者を楽しませた。

望饗d二:q理想蝿

１
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１
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ファッション動向を説明する立亀長三さん

ける“感性”で納得できる生活必需品
しか売れないということです。商品企
画には一番に素材、色柄、デザイン。
そして最近では価格も重要なポイント
です｡ よくデパートで､ 1 7 歳から2 5 歳ぐ
らいの一番洋服の欲しい年代の人が買
える安い洋服が売っていないという声
を聞きますが、消費者が何を求めてい
るかを知ることが大切ですね。完成社
会の環境とは月曜から金曜までは男女
ともに働き、夜は疲労回復ｄ休日はス
ポーツやリゾート。そして男性もペン
キ塗り等家事をする。今売れているの
がナイティーとインナー。上下セパレ
ーツのパジャマータウンでも着られ
る柄のもの。それと今年はＪリーグが
始まりましたので、スポーツウェアが

119

五

この秋冬もベストが流行

今回のファッション公開講座は1 0 月
2 7 日( 水) 午後６時3 0 分より、ハーバー
ランドの神戸市産業振興センター３階
の大ホールで行われました。講師はお
なじみ立亀長三さん｡ 自らアメリカ､ ヨ
ーロッパの展示会、専門店を巡り、フ
ァッションの動向をカメラに納め、ス
ライドで説明して下さいました。ステ
ージ上に大きく写し出されたスライド
は今冬からの流行のファッション。欧
米の流行が少し遅れてやはり日本の流
行に影響してくるようです。「不況で
はなく不勉強」と立屯さんはおっしゃ
いますが、欧米の流行を勉強する貴重
な時間でした。
「これからの時代は“感性社会”で

すから、消費者のライフスタイルにお

コウベもファッション･ ソナf エティ
事務局／神戸市中央区東町１１３－１大神ビル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

神戸市産業振興センター３階大ホールで

いいですね。Ｊリーグに関係した小物
も売れています。新しいアイデアで新
しい顧客が生み出されているのです」
「８月2 9 日に出発してアメリカのマ

ジック展に行きました。世界的不況の
ファッション界の中で、全米､ カナダ、
メキシコ、ブラジル、ヨーロッパから
4 0 0 0 社が集った。全米のメーカーが一
致協力して行なったのです。不況だか
らと落ち込んでいてはいけないとアメ
リカのメーカーに教えられました」

●クリスマスパーティーのお知らせ
とき１２月1 8 日( 土) 午後６時開場
ところ神戸ポートピアホテル

コスモポリタンルーム( 本館２Ｆ）
かいひ会員1 0 0 0 0 円、ビジター1 5 0 0 0 円
☆プレゼント交換をしますので3 0 0 0 円以上（上限
はありません）のプレゼントを１点ご持参下さい。

' 9 4 ファッション最新情報をレポート
鷺ｆＰｑ忽今瀞ﾂ鐸鯉辞L -陸¥ -碓吋_ _ ; …出２…坐。

灘
耀
識
購
鍵
岬
竿

自寧ﾖ望鎚f繊翠唇

蹄
農
瞬
癖
鑑
濡
駿
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の
御
奉
茶
。
善
福
寺
を
本
席
と
し
、
雅
中

庵
、
瑞
宝
寺
、
古
泉
閣
、
念
仏
寺
を
副
席

に
、
見
事
な
お
点
前
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

が
ら
ゆ
う
あ
ん

副
席
の
一
つ
〃
雅
中
庵
″
は
、
有
馬
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
広
い
敷
地
の
中
に
あ

る
。
平
成
元
年
に
開
か
れ
、
今
年
で
４
年

目
を
迎
え
た
。
茶
庭
は
深
い
緑
の
杉
苔
で

覆
わ
れ
、
そ
の
厚
み
が
音
を
吸
い
と
っ
て

い
る
か
の
よ
う
に
静
寂
が
漂
う
。

「
今
年
は
雨
が
多
く
、
夏
で
も
日
照
り
が

識篭蕊

雅
ぴ
な
ひ
と
と
き

有
馬
で
過
ご
す
粋

TEL(078)904-2295㈹
●

温泉と§燕婁と罫投堵

今
年
の
有
馬
の
紅
葉
は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
例
年
な
ら
ｎ
月

中
旬
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
も
の
が
、
ふ
た

を
開
け
て
み
る
と
、
有
馬
の
大
茶
会
が
催

さ
れ
た
ｎ
月
２
，
３
日
が
一
番
の
見
頃
だ

っ
た
よ
う
だ
。
冷
え
込
み
が
き
つ
く
な
り

葉
が
よ
う
や
く
紅
く
色
付
き
始
め
た
こ
ろ

に
、
一
転
し
て
暖
か
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

醗
勤

政府登録国際観光旅館

Ｅ

Ｌ可

L Ｌ

湯 の街学

一

掬飲山
ＴＥＬ（078)904-0701(代）

全面折纂工＊の為
千点6 年４月まで休誰致しておウきす

躍増

今
』
、

０
『

雅中庵は有馬グランドホテルのガーデンプールの奥に。
年賑人約よ２は年いにそまの
はつの３りＯ、のなはんしれが
裏た人Ｏ多Ｏ例大くおなかる、
千．出０い０年茶、か気しｏ悔
家今でＯ、人の会今ま候、や

、

『．．
‐．』

ｌ
〃
雅
中
庵
″

幽Ｐ

干成６年５月
日木の伝能･ 数守屋造りの館として

お目にかかり史す

穆曇謹霧 ’
1２０
１

広間席にあった､ 利休像" 平櫛田中の作ｃ

TEL(078)904-0731
石属へルス極ン亨一

ＴＥＬ(0780904-2291

了堅伯澗996-1024

* …騒動詩坊
Ｔユ(078)SC4-0551

古象風

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり
味に集う

敷地内から湧きでる
日本最古の遥泉国有易温泉ロ

阪急ホテルチェーン

萄馬ビユーホ寺ﾆ ル

自然の恵みを
潟けむりに伝える
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蕊

Ｌー

き
が
違
い
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
、

一
見
殺
伐
と
し
た
風
景
。
秋
は

周
り
の
空
気
を
き
り
つ
と
引
き

締
め
る
よ
う
な
、
真
赤
な
ど
う

だ
ん
つ
つ
じ
が
目
を
奪
う
。

「
こ
こ
に
来
る
と
心
が
洗
わ
れ

る
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
し
ば

ら
く
縁
側
に
座
っ
て
庭
園
に
見

入
る
お
客
さ
ん
が
多
い
と
い

う
。
巽
宗
千
さ
ん
に
点
て
て
頂

い
た
お
茶
を
喫
し
な
が
ら
私
も

降
り
出
し
た
雨
が
音
も
な
く
苔

に
染
み
入
る
の
を
見
て
い
た
。

< 「最近はお茶を楽し
む男性も増えてきま
した｣ と語る､ 雅中庵
責任者の巽宗干さん。

蕊蕊鍵蕊 露
里可

▲茶庭には見事な北山杉が。
曲がっているほど価値がある。嘗撫# 鐘蕊鍵

お客さんが歩く飛び石の上に置かれた
、関守石やは、通行止めの意味。傍

TEL(078)904-O675
T E L E X 5 6 2 7 - 1 1 5

Ｊ
Ｅ
Ｉ

芯

E誓詞 少
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
杉
苔
も
赤
く
変

色
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
雑
草
は
一
つ
一
つ

ピ
ン
セ
ッ
ト
で
取
る
ん
で
す
よ
」
ｏ
案
内
し

て
下
さ
っ
た
坊
野
貴
代
美
さ
ん
は
慎
ま
し

や
か
に
縁
側
に
座
っ
て
、
庭
を
眺
め
る
。
雅

中
庵
に
は
茶
室
４
畳
半
席
〃
有
喜
庵
〃
を

中
心
に
大
広
間
席
、
広
間
席
、
点
心
席
、
土

間
席
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
茶
事
が

り
ゆ
う

行
な
え
る
。
入
口
を
入
っ
た
と
こ
ろ
の
立

れ
い
せ
き

礼
席
（
土
間
席
）
で
は
お
う
す
と
お
菓
子

が
気
軽
に
味
わ
え
（
８
０
０
円
）
、
足
が
痛

く
な
ら
な
い
、
と
外
国
人
に
も
人
気
だ
。

点
心
席
よ
り
望
め
る
庭
園
は
茶
庭
と
は
趣

▼有馬グランドホテル姉妹館の中の坊瑞苑
に新しくできた、ひのき風呂" ･ お茶事の
後にどうぞ。
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い
、
岨
月
に
な
っ
て
何
と
か
生
命
の
危
機
を
脱
し
た
。
翌

年
の
６
月
に
神
戸
市
西
区
の
兵
庫
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
附
属
中
央
病
院
に
転
院
し
、
手
術
や
リ
ハ
ビ
リ

の
訓
練
を
受
け
た
。

そ
し
て
平
成
２
年
の
岨
月
に
２
年
ぶ
り
に
車
イ
ス
に
乗

っ
て
元
の
山
東
町
役
場
に
職
場
復
帰
を
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
も
３
カ
月
程
病
院
で
の
診
察
や
腰
背
部
の
梶
晴
縫
合

手
術
な
ど
で
入
院
し
、
平
成
３
年
４
月
か
ら
は
役
場
の
総

務
課
で
広
報
を
担
当
し
、
毎
月
発
行
の
「
山
東
広
報
」
の

取
材
や
編
集
を
行
っ
て
い
る
。

今
ま
で
健
康
で
不
自
由
の
な
い
生
活
を
し
て
い
た
者
が

病
気
や
事
故
な
ど
で
突
然
死
線
を
さ
ま
よ
い
、
身
体
が
不

自
由
と
な
っ
た
ま
ま
そ
の
後
の
人
生
を
生
き
て
い
か
ざ
る

を
得
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
苦
し
み
や
悩
み
、
辛
さ
、
悲
し

み
な
ど
の
深
さ
は
体
験
者
で
な
け
れ
ば
お
そ
ら
く
理
解
で

き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
病
気
や
身
体

の
不
自
由
さ
が
そ
の
人
に
今
ま
で
と
は
違
っ
た
新
し
い
気

づ
き
や
視
点
、
価
値
観
を
与
え
て
い
く
こ
と
も
多
い
。

垣
尾
さ
ん
も
以
前
と
は
異
な
っ
た
車
イ
ス
の
状
態
で
さ

瀞

垣
尾
修
一
郎
さ
ん
（
帥
）
は
５
年
前
の
秋
、
朝
来
郡
山
東

町
で
農
作
業
を
し
て
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
ご
と
５
，
６
メ
ー

ト
ル
下
の
田
畑
に
転
落
し
た
。
す
ぐ
に
救
急
車
で
病
院
に

運
ば
れ
、
豊
岡
病
院
で
開
腹
手
術
を
受
け
た
。
脊
髄
を
損

傷
し
、
内
臓
も
破
裂
し
て
お
り
二
カ
月
間
死
線
を
さ
ま
よ

職
場
復
帰
し
た
車
イ
ス
の
広
報
マ
ン

露

車イスで山東町役場の総務課へ復帰した垣尾さん。
広報を担当している。

薄Ｌ－ノ瀞

１
１２２
１

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

福神
苦言
街
(二

＜239＞

朝来中学校で生徒たち( ご車
イスから体験を話す｡

橋
本
明
く
鑑
歎
蕊
窯
〉鴬呼べ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
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磯

函

１
１２３
１

灘
卑兇

畷
；鍔
参篭

鯉
紳
鱗
鱗
識
鱗

霞
・
２

で
歌
っ
て
い
た
彼
は
デ
ュ
ー
ク
・
エ
イ
セ
ス
が
但
馬
に
公

演
に
来
る
こ
と
を
知
り
、
直
接
手
紙
を
書
い
て
共
演
の
願

い
を
申
し
出
た
。
彼
の
熱
意
に
応
え
る
こ
と
を
約
束
し
た

デ
ュ
ー
ク
・
エ
イ
セ
ス
は
養
父
町
で
の
公
演
当
日
、
ス
テ

ー
ジ
に
車
イ
ス
で
登
場
し
た
垣
尾
さ
ん
と
共
に
「
に
ほ
ん

の
う
た
シ
リ
ー
ズ
」
か
ら
「
俺
と
お
ふ
く
ろ
の
唄
」
を
い

っ
し
ょ
に
唄
っ
た
。
皿
分
足
ら
ず
の
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た

が
、
デ
ュ
ー
ク
・
エ
イ
セ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
谷
道
夫
さ
ん
は

「
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
で
し
た
が
、
音
楽
を
通
し
て
垣

尾
さ
ん
を
少
し
で
も
勇
気
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
」
と

引
き
受
け
た
と
い
う
。
垣
尾
さ
ん
は
和
田
山
町
の
「
第
九

を
歌
う
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
年
末
に
な
る
と
練

習
な
ど
で
忙
し
く
な
る
。

私
は
垣
尾
さ
ん
と
は
山
東
町
の
梁
瀬
中
学
の
同
期
生
な

の
だ
が
、
中
学
時
代
に
は
小
児
マ
ヒ
や
テ
ン
カ
ン
の
発
作

を
も
っ
た
同
級
生
が
い
た
し
、
近
所
に
も
手
の
不
自
由
な

友
人
が
い
て
、
そ
の
人
た
ち
の
こ
と
は
今
で
も
時
々
思
い

出
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ン
デ
ィ
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
と

の
出
会
い
は
、
そ
の
人
た
ち
が
い
な
け
れ
ば
気
づ
か
な

い
、
考
え
も
し
な
い
よ
う
な
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
。
但
馬
は
高
齢
化
率
が
す
で
に
別
％
を
越
え
て
い
る

町
が
多
い
。
加
齢
と
共
に
人
は
み
な
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を

か
か
え
こ
ん
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。
ハ
ン
デ
ィ
を
も
っ

た
住
民
も
共
に
快
適
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
は
ど
う
し
た

ら
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
車
イ
ス
の
広
報
マ

ン
と
し
て
の
垣
尾
さ
ん
の
役
割
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
「
私
の

理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
み
ん
な
と
同
じ
に
扱
っ
て
い
た

だ
き
、
〃
あ
ん
た
は
、
ほ
ん
に
車
椅
子
や
っ
た
ん
や
な
ア
〃

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
動
き
を
す
る
こ
と
で
す
」

と
彼
が
考
え
る
よ
う
な
ハ
ン
デ
ィ
を
意
識
さ
れ
な
い
社
会

へ
の
工
夫
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

灘 寄蕊蕊謹豊蕊
E 震琶 輯: 蝉
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☆
花
組
沙
翁
劇
テ
ン
ペ
ス
ト

「
天
変
斯
止
嵐
后
晴
」

１
／
１
（
土
）
１
４
（
火
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

Ｓ
席
４
５
０
０
円
。
Ａ
席
３
０
０
０
円

☆
オ
ペ
ラ
「
椿
姫
」

吃
／
塊
（
水
）
ｌ
あ
（
日
）

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

Ｓ
席
８
０
０
０
円
Ａ
席
４
５
０
０
円

数
あ
る
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
オ
ペ

ラ
の
中
で
も
、
全
世
界
を
通
じ

て
最
も
愛
さ
れ
て
い
る
傑
作
中

の
傑
作
「
椿
姫
」
が
、
新
神
戸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
で
上
演
さ

れ
る
。
パ
リ
を
舞
台
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
高
級
娼
婦
・
ヴ
ィ
オ

レ
ッ
タ
と
青
年
の
悲
恋
。
〃
愛
″

の
テ
ー
マ
が
華
や
か
に
、
し
か

し
哀
し
く
歌
い
上
げ
ら
れ
、
観

客
の
心
に
迫
っ
て
く
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い

豪
華
で
大
掛
か
り
な
装
置
と
、

き
ら
び
や
か
な
衣
裳
も
見
ど
こ

ろ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ご
・
・
霞
．
．

亀
演

劇

§

蕊

１
１２４
１

宙

雪
騨
祁
慈
“

暁鐘や品１W 蝿＊

☆
検
証
展
覧
会

同
隆
甫
、
己
国
目
閤
○
国
胃
閃
胃
雪
。

１
／
２
（
日
）
１
９
（
日
）

主
宰
の
加
納
幸
和
を
は
じ
め

男
性
ば
か
り
の
劇
団
、
花
組
。

こ
れ
ま
で
古
典
歌
舞
伎
を
現
代

風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
舞
台
を
作

り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
挑
戦
。

ネ
オ
歌
舞
伎
の
卒
業
論
文
の
心

意
気
で
、
か
の
大
作
「
テ
ン
。
へ

ス
ト
」
の
歌
舞
伎
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
「
天
変
斯
止
嵐
后
晴
」
が
上

演
さ
れ
る
。
乞
う
ご
期
待
。

マ
リ
ー
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
立
灘
区
民
ホ
ー

ル
）
・
当
日
４
０
０
０
円

今
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

マ
リ
ー
ホ
ー
ル
が
そ
の
糎
鵬
汀
か
一

兼
ね
て
、
ロ
ス
・
イ
ン
デ
ィ
オ

ス
に
よ
る
ラ
テ
ン
音
楽
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
。
パ
ラ
グ
ァ
イ
共

和
国
政
府
か
ら
音
楽
大
使
を
拝

命
さ
れ
、
世
界
各
国
を
ツ
ア
ー

す
る
彼
ら
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る

ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
は
、
聞
く
人

の
心
を
心
地
よ
く
揺
さ
ぶ
っ
て

く
れ
る
。

☆
ウ
エ
ス
タ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
稲

旭
／
記
（
日
）
肥
時
加
分

ア
ク
ア
・
デ
イ
・
ヤ
マ

８
０
０
０
円
（
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
付
）

カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ
エ
ス
タ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ

ン
ト
が
、
阪
神
大
石
駅
南
ア
ク

ア
・
デ
イ
・
マ
ヤ
で
行
わ
れ
る
。

出
演
は
「
バ
ラ
が
咲
い
た
」
な
ど

☆
ロ
ス
・
イ
ン
デ
ィ
オ
ス

ｉ
ｎ
ジ
ャ
パ
ン

吃
／
配
（
水
）
畑
時
釦
分

神
戸
西
武
５
階
・
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
ホ
ー
ル

一
般
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

現
代
ア
ー
ト
に
大
き
な
影
響

を
与
え
続
け
て
き
た
日
比
野
克

彦
の
、
ｍ
余
年
に
及
ぶ
創
作
活

動
の
中
の
代
表
作
約
即
点
が
展

示
さ
れ
る
。
美
術
館
や
博
物
館

の
収
納
庫
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
、
作
家
自
ら

が
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
検
証
す

る
と
と
も
に
、
見
る
側
も
作
品

を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
場
で
は
、
作
品
集
や
版
画
、

カ
ー
ド
な
ど
雑
貨
の
販
売
も
行

わ
れ
る
。

本展覧会のための作品
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時
は
華
麗
に
、
そ
し
て
激
し
い

ス
ト
リ
ン
グ
サ
ウ
ン
ド
。
選
曲

は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
華
一
麗
な
ポ

ッ
プ
ス
に
変
化
さ
せ
た
、
ル
フ

ェ
ー
ヴ
ル
お
得
意
の
ポ
ッ
プ
ク

ラ
シ
カ
ル
で
、
魅
力
が
あ
ま
す

と
こ
ろ
な
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

L 一

で
知
ら
れ
る
マ
イ
ク
真
木
と
ほ

か
数
グ
ル
ー
プ
。
同
店
は
「
カ

ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ブ
ー

ム
の
先
駆
け
と
な
る
貴
重
な
１

日
に
し
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

☆
レ
イ
モ
ン
・
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル

グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

旭
／
調
（
水
）
朽
時

神
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル

Ｓ
席
６
０
０
０
円
。
Ａ
席
５
０
０
０
円

Ｂ
席
４
０
０
０
円

レ
イ
モ
ン
・
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル

が
、
彼
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
率

い
て
来
日
。
鞄
年
の
初
来
日
以

来
、
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
あ
る
時
は
悲
し
く
、
あ
る

☆
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
ワ
ー
ル
ド

呪
／
Ⅲ
’
３
月
上
旬

三
宮
国
際
松
竹
（
予
定
）

ケ
ヴ
ィ
ン
・
コ
ス
ナ
ー
と
ク

リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
。

二
大
ス
タ
ー
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

が
い
よ
い
よ
実
現
。
追
う
者
と

追
わ
れ
る
者
の
、
壮
絶
な
ド
ラ

マ
が
展
開
す
る
。
共
演
と
い
う

よ
り
競
演
、
そ
し
て
そ
れ
を
見

事
に
魅
せ
る
監
督
は
イ
ー
ス
ト

ウ
ッ
ド
そ
の
人
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
同
時
封
切
。

忽
鴇

霞
音

楽

課

☆
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー

松
原
政
祐
展
⑫
／
ｕ
ｌ
ｍ

西
村
功
展
狸
／
狸
Ｉ
型

木
村
玉
舟
・
石
田
安
弘
二
人
展

哩
／
溺
１
１
／
６

☆
大
丸
神
戸
店
６
階
美
術
画
廊

逸
品
絵
画
・
工
芸
品
展

哩
／
躯
ｌ
虹

有
名
大
家
巧
芸
画
展塑

／
型
ｌ
妬

☆
鈴
木
秀
美
＆
ラ
イ
ナ
ー
”
ツ
ィ
パ
ー

リ
ン
ク

狸
／
狸
神
戸
・
松
陰
女
子
学
院
大

学
チ
ャ
ペ
ル

☆
合
唱
団
ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ
第
４
回
定
期
コ

ン
サ
ー
ト
「
未
菌
が
来
た
日
」

哩
／
狸
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

☆
た
に
し
の
会
第
訓
回
作
品
発
表
会

哩
／
町
東
灘
区
民
セ
ン
タ
ー

う
は
ら
ホ
ー
ル

★
宗
次
郎
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

「
水
心
一
九
九
四
年
」

⑫
／
”
神
戸
国
際
会
館

☆
稲
垣
稔
＆
中
村
洋
彦

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

哩
／
理
神
戸
市
立
博
物
館

☆
大
友
直
人
指
揮
・
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団

第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
夕
べ

⑫
／
坊
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

麹~蕊

鍵＝
鴬 蕊 …

マイク真木＆ＢＢ. Ｑ、

※ご招待券を1 0 名様にプレゼント。
「パーフェクト・ワールド」と書いてモダ
ンカルチャー係まで。１２／2 8 着締切。

１
１２５
１

☆☆☆

欝濡蕊窪瀧夢
英扉上地物ピン誕上ム
雄シ語シフ生シス
伝ネネツネ・
説ママドマフ
３２１丁

1 ２１２１２１１２ユ２ユ２ミ
／／／１２／／／リ
2 ５１１２５／１８４２５１
１１１２４１１１２
１２４ユユ７
／／
2 １１４

☆
ａ
ｂ
シ
ネ
マ
ー

パ
ー
フ
ニ
ク
ト
・
ワ
ー
ル
ド

狸
／
皿
１
１
月
中
旬

★
ａ
ｂ
シ
ネ
マ
２

麗
し
の
サ
プ
リ
ナ
⑫
／
、
ｌ
亜

お
か
し
な
お
か
し
な
訪
問
者

狸
／
犯
１
１
月
上
旬

め
ぐ
り
逢
い
型
／
超
ｌ
釦

（
午
後
８
時
訓
分
ｌ
）

タ
ン
ゴ
－
月
下
旬

汁
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
ー

め
ぐ
り
逢
え
た
ら
狸
／
ｕ
ｌ

★
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
２

ク
リ
フ
ハ
ン
ガ
ー
狸
／
４
１

★
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
３

ゴ
ジ
ラ
Ｖ
Ｓ
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

塑
／
皿
ｌ

☆
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
４

硝
子
の
塔
ｌ
哩
／
型

映
画

賀
： ス

ポ
ー
ツ

☆
第
調
回
関
西
学
生
室
内
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会

狸
／
８
１
ｕ
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

神
戸

☆
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
プ
ン

畑
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

⑫
／
過
’
四
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
ホ
ー
ル

☆
第
訂
回
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

女
子
神
戸
大
会

狸
／
胆
・
狙
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

神
戸

★
第
２
回
全
日
本
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会

狸
／
瓢
・
理
・
型
・
霊しあ

わ
せ
の
村

神
一
庁
中
央
球
技
場

王
子
陸
上
競
技
場

☆
第
禰
回
天
皇
杯
全
日
本
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会

型
／
銅
ユ
ー
ー
パ
ー
記
念
競
技
場

☆
第
５
回
日
本
女
子
リ
ー
グ

準
／
妬
王
子
陸
上
競
技
場

燕
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い
た
呼
び
方
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
美
術
へ
の
洗
礼
か
。

×

時
は
一
六
五
九
年
、
場
所
は
イ
タ
リ
ア
。
・
ハ
ロ
ッ
ク
の
音
楽
。

大
劇
場
。
こ
の
町
の
名
は
マ
コ
ン
。
こ
の
劇
場
の
芝
居
を
見
に
若

き
コ
シ
モ
が
側
近
を
し
た
が
え
て
や
っ
て
き
た
。
こ
の
若
者
は
の

映
画
と
い
う
も
の
は
大
衆
の
娯
楽
と
同
時
に
美
術
館
に
も
つ
れ

て
ゆ
く
。
「
オ
ル
ラ
ン
ド
」
が
そ
う
で
あ
り
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ー

タ
ー
・
グ
リ
ー
ナ
ウ
ェ
イ
監
督
の
「
ベ
イ
ビ
ー
。
オ
ブ
。
マ
コ
ン
」

が
そ
れ
で
あ
る
。
映
画
に
は
ジ
オ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
が
あ
り
こ
の
グ

リ
ー
ナ
ゥ
ェ
イ
が
同
列
に
い
る
こ
と
で
あ
り
が
た
い
。
ス
ト
ロ
ハ

イ
ム
監
督
の
「
愚
か
な
る
悪
」
を
見
た
の
は
大
正
十
二
年
（
一
九

二
四
）
モ
ー
リ
ス
。
タ
ー
ナ
ー
監
督
の
「
ウ
ー
マ
ン
」
を
見
た
の

が
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
グ
リ
フ
ィ
ス
の
「
イ
ン
ト
レ
ラ
ン
ス
」

を
見
た
の
が
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
大
作
「
カ

ピ
リ
ヤ
」
は
さ
ら
に
二
年
ま
え
に
な
る
わ
け
で
こ
の
映
画
の
こ
れ

ど
し

ら
の
年
代
は
外
国
で
の
封
切
年
ゆ
え
日
本
で
は
一
年
あ
る
い
は
一
一

年
と
お
く
れ
た
封
切
で
あ
っ
た
か
と
思
う
も
の
の
「
カ
ピ
リ
ヤ
」

の
日
本
封
切
は
大
正
五
年
ゆ
え
私
は
こ
れ
を
幼
年
七
歳
で
見
た
に

ぐ
ん
せ
ん

も
か
か
ら
わ
ず
そ
の
セ
ッ
ト
美
術
に
あ
き
れ
勝
利
の
軍
船
の
う
え

わ

は
る
か
空
高
く
数
名
の
天
使
が
輪
を
描
い
て
舞
い
な
が
ら
空
か
ら

花
を
勝
利
の
船
に
投
げ
お
と
し
て
い
る
シ
ー
ン
は
幼
年
に
し
て
今

な
お
ピ
シ
リ
と
あ
た
ま
に
し
み
こ
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は
ブ
ニ
ュ

エ
ル
監
督
の
「
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
犬
」
（
一
九
二
八
）
ま
た
は
ア
ラ

ン
・
レ
ネ
監
督
の
「
去
年
マ
リ
エ
ン
バ
ー
ト
で
」
（
一
九
六
一
）

こ
れ
ら
の
映
画
が
映
画
を
動
く
美
術
と
い
う
か
目
に
し
み
る
き
び

し
い
感
覚
で
見
せ
た
の
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
こ
の
い
ま
に
し

て
古
く
遠
い
こ
れ
ら
の
名
作
を
こ
こ
に
な
ら
べ
た
の
は
い
ま
に
し

て
な
お
ぜ
つ
た
い
に
忘
れ
得
ぬ
名
作
ゆ
え
で
あ
る
。

×

そ
し
て
い
ま
ピ
ー
タ
ー
・
グ
リ
ナ
ー
ナ
ェ
イ
監
督
（
五
十
一
歳
）

･剛鵬蕊毒。

来
る
の
だ
。
い
ま
美
術
教
科
書
と
称
し
た
が
教
科
書
と
い
う
か
わ

鰯

ピ
ー
タ
ー
。
グ
リ
ー
ナ
ウ
エ
イ
の

グ
ロ
テ
ス
ク
美
術

「
ベ
イ
ビ
ー
・
オ
ブ
ヴ
マ
コ
ン
」

ベイビー・オブ・マコン

ﾛ

１
１２６
１

が
お
ど
ろ
く
べ
き
映
画
「
ベ
イ
ビ
ー
・
オ
ブ
・
マ
コ
ン
」
（
一
九

九
三
）
を
発
表
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
英
国
式
庭
園
殺
人
事

件
」
（
一
九
八
二
）
ヨ
ッ
ク
と
泥
棒
・
そ
の
妻
と
愛
人
」
（
一
九

八
九
）
「
プ
ロ
ス
ペ
ロ
ー
の
本
」
（
一
九
九
一
）
の
監
督
で
あ
る
。

か
か
る
映
画
監
督
が
こ
の
世
に
生
れ
出
て
き
て
く
れ
る
こ
と
で
映

画
は
美
術
教
科
書
と
な
り
グ
ロ
テ
ス
ク
の
妖
幻
に
酔
う
こ
と
が
出
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Ｃ

台
へ
馳
け
あ
が
る
う
ち
舞
台
と
客
席
の
つ
ま
り
今
の
町
の
ひ
と
た

ち
が
混
合
し
、
そ
の
な
か
で
女
は
男
の
子
を
生
み
、
そ
れ
を
争
っ

て
見
る
女
た
ち
は
そ
の
生
れ
た
て
の
男
の
子
の
手
や
足
を
争
っ
て

さ
わ
り
妊
娠
の
幸
運
を
自
分
に
も
と
そ
の
赤
ん
坊
に
手
を
あ
わ
し

て
お
が
む
、
し
か
し
処
女
妊
娠
は
ま
っ
か
な
偽
わ
り
で
彼
女
の
姉、

あ
る
い
は
彼
女
の
母
が
老
い
た
男
と
た
わ
む
れ
て
生
み
落
し
た
え

、い
児
を
彼
女
が
か
く
し
も
っ
て
布
に
包
み
、
な
み
い
る
見
物
人
の

ち
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
公
メ
デ
ィ
チ
三
世
と
な
る
貴
族
。
舞
台
は

子
供
の
も
は
や
生
れ
ぬ
疲
れ
き
っ
た
男
女
の
む
れ
。
こ
こ
に
妊
娠

の
女
が
あ
ら
わ
れ
、
し
か
も
処
女
だ
と
い
う
。
町
じ
ゅ
う
の
騒

ぎ
。
い
つ
わ
り
の
女
と
彼
女
を
裁
く
。
と
こ
ろ
が
彼
女
は
マ
リ
ア

は
処
女
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
生
ん
だ
で
は
な
い
か
と
叫
び
、

は
や
出
産
の
叫
声
を
あ
げ
る
。
そ
の
騒
ぎ
、
そ
の
舞
台
に
い
つ
の

ま
に
か
コ
シ
モ
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
観
客
が
席
か
ら
立
っ
て
そ
の
舞

隣

藩

ま
え
で
、
う
め
き
声
と
と
も
に
ス
カ
ー
ト
の
中
か
ら
巧
み
に
え
い

児
を
に
じ
り
だ
し
、
す
べ
て
の
女
も
男
も
そ
れ
を
信
じ
た
が
、
や

が
て
そ
れ
が
偽
り
の
こ
と
が
む
し
り
あ
ら
わ
け
て
、
こ
の
女
は
神

の
名
の
も
と
に
死
刑
に
せ
ん
と
の
裁
き
が
お
ろ
さ
れ
る
が
、
こ
の

女
が
マ
リ
ア
気
ど
り
の
そ
の
罪
は
深
く
、
い
っ
そ
町
じ
ゅ
う
の
男

が
こ
の
女
を
犯
す
こ
と
こ
そ
処
女
い
つ
わ
り
の
む
く
い
と
し
て
は

正
し
か
ろ
う
と
舞
台
正
面
の
大
寝
台
に
彼
女
を
倒
し
全
裸
の
男
が

順
番
に
彼
女
を
犯
し
そ
の
彼
女
の
叫
声
が
す
か
し
カ
ー
テ
ン
の
そ

の
絹
の
幕
の
な
か
か
ら
あ
が
る
ご
と
に
裁
き
の
役
人
が
五
八
と
か

五
九
と
か
そ
の
犯
す
男
た
の
人
数
の
順
番
を
声
た
か
ら
か
に
あ
げ

て
ゆ
く
。
若
き
コ
シ
モ
大
公
は
そ
の
あ
ま
り
の
さ
ま
に
口
か
ら
泡

を
吐
き
落
す
。
舞
台
と
現
実
は
さ
ら
に
か
さ
な
っ
て
、
こ
の
赤
ん

坊
を
神
の
子
と
し
て
こ
の
子
を
さ
わ
る
こ
と
で
争
い
が
お
こ
る
。

こ
れ
を
見
た
に
せ
妊
娠
の
娘
の
し
ん
せ
き
が
こ
の
赤
ん
坊
を
神
に

仕
た
て
て
お
お
も
う
け
を
せ
ん
と
た
く
ら
む
。

×

グ
ロ
テ
ス
ク
は
そ
の
極
に
達
し
、
こ
の
女
を
罰
す
る
だ
け
で
な

く
こ
の
赤
ん
坊
を
罪
の
子
と
し
て
首
を
切
り
手
を
切
り
血
に
染
め

る
こ
と
こ
そ
よ
か
れ
と
こ
の
赤
ん
坊
を
と
り
か
こ
む
。
グ
リ
ー
ナ

ゥ
ェ
ィ
が
な
に
ゆ
え
か
か
る
グ
ロ
テ
ス
ク
劇
を
映
画
に
描
い
た
か

は
こ
れ
は
彼
自
身
の
脚
本
ゆ
え
、
よ
ほ
ど
の
熱
情
こ
め
て
描
い
た

に
せ
よ
見
る
に
耐
え
ぬ
こ
わ
さ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
シ
ー
ン
の

美
術
、
こ
の
映
画
の
キ
ャ
メ
ラ
、
「
コ
ッ
ク
と
泥
棒
…
…
」
の
画

面
大
移
動
ど
こ
ろ
か
彼
の
「
プ
ロ
ス
．
ヘ
ロ
ー
の
本
」
に
て
も
は
た

せ
な
か
っ
た
キ
ャ
メ
ラ
前
後
左
右
移
動
の
す
ご
さ
、
そ
の
カ
ラ
ー

の
こ
わ
く
く
す
ん
だ
紅
色
、
こ
れ
ら
が
こ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
を
量
尚

の
映
画
莱
術
に
塗
り
変
え
、
し
か
も
セ
ッ
ク
ス
と
嘘
と
欲
が
互
い

に
噛
み
あ
っ
て
グ
リ
ー
ナ
ウ
ェ
イ
は
、
ス
ト
ロ
ハ
イ
ム
そ
し
て
ブ

ニ
ュ
エ
ル
そ
し
て
あ
の
「
美
女
と
野
獣
」
の
コ
ク
ト
オ
に
迫
る
美

術
を
私
た
ち
に
い
ま
お
く
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
（
イ
ギ
リ
ス
・

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
合
作
。
キ
ャ
メ
ラ
は
サ
ッ
シ
ャ
・
ヴ
イ
エ
ル

ニ
ー
。
音
楽
は
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
イ
ス
。
二
時
間
二
分
）

Ｚ

コシモに扮したジョナサン・レイシー

’
127
’
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ら
」
と
い
う
店
長
の
山
津
さ
ん

の
ピ
ー
タ
ー
へ
の
こ
だ
わ
り
が

イ
ギ
リ
ス
で
買
い
付
け
て
き
た

テ
ー
ブ
ル
を
始
め
、
店
内
の
隅

々
ま
で
行
き
届
い
て
い
る
。

画

シ
ン
プ
ル
で
家
庭
的
な
メ
ニ

ュ
ー
で
人
気
な
の
は
手
作
り
の

ス
コ
ー
ン
（
４
０
０
円
）
。
飲

物
で
は
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ジ
ュ
ー
ス

（
７
０
０
円
）
の
さ
わ
や
か
な
飲

み
心
地
が
好
評
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
紅
茶
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

園
中
央
区
東
川
崎
１
１
６
１
１
モ
ザ
イ

ク
２
Ｆ
茸
、
ｌ
卸
Ｉ
Ｏ
８
８
８

加
時
Ｉ
加
時
不
定
期
に
木
晒
休

☆
堂
島
ホ
テ
ル
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ

開
業
２
周
年
企
画

北
野
に
あ
る
高
級
複
合
美
食

ス
ペ
ー
ス
堂
島
ホ
テ
ル
グ
ル
メ

プ
ラ
ザ
が
開
業
２
周
年
を
記
念

し
て
２
つ
の
企
画
を
用
意
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
ア
ラ
ベ
ラ
・

コ
ス
タ
で
は
、
お
好
き
な
料
理

を
お
気
に
召
す
ま
ま
ど
う
ぞ
と

い
う
〃
ム
ニ
ュ
・
シ
ュ
ル
プ
リ
ー

ズ
〃
（
ラ
ン
チ
４
０
０
０
円
、
６

０
０
０
円
、
デ
ィ
ナ
ー
９
０
０

０
円
）
を
、
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

カ
フ
チ
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
で
は
、

自
慢
の
ス
テ
ー
キ
料
理
食
べ
放

題
の
〃
ス
テ
ー
キ
フ
ェ
ス
テ
ィ

び
っ

蕊

旬

アラペラコスタの､ お気に召すまま〃

バ
ル
″
（
３
２
０
０
円
、
ご
予

約
の
方
は
、
さ
ら
に
１
８
０
０

円
で
ビ
ー
ル
飲
み
放
題
）
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

期
間
は
塑
月
１
日
か
ら
訓
日

ま
で
（
岨
／
型
１
坊
除
く
）

園
中
央
区
北
野
町
３
１
１
１
１

ア
ラ
ベ
ラ
・
コ
ス
タ
麓
叩
ｌ
湖
－
０
９

４
０
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
ャ
ル
リ
茸
叩

１
９
１
０
９
４
１

１
１２８
１

☆
気
軽
に
楽
し
め
る
本
格
的

懐
石
料
理

懐
石
料
理
と
言
え
ば
、
値
段

が
高
い
、
高
級
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
若
者
に
は
敬
遠
さ
れ

☆
絵
本
の
世
界
へ
ど
う
ぞ

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
・
モ
ザ
イ

ク
に
あ
る
〃
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ

ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
″
に
一
歩
踏
み

込
め
ば
、
そ
こ
は
ピ
ー
タ
ー
の

世
界
。
ピ
ー
タ
ー
ラ
ピ
ッ
ト
生

誕
Ⅷ
周
年
を
記
念
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
、
雑
貨
販
売
室
と
喫
茶

室
が
ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
お
店
だ
。

喫
茶
室
の
店
内
は
、
ピ
ー
タ

ー
の
生
み
の
親
ポ
タ
ー
が
こ
よ

な
く
愛
し
、
ま
た
作
品
の
舞
台

に
も
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
・
湖
水

地
方
の
田
舎
の
風
景
を
再
現
。

「
絵
本
に
入
っ
た
よ
う
な
雰
囲

気
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

マニアも満足の店内

回
中
央
区
元
町
通
３
１
２
１
把

宮
ｍ
ｌ
麺
１
９
０
０
２

８
時
ｌ
配
時
無
休

☆
味
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
足
ノ
．

画
期
的
な
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
の
チ
ェ
ー
ン
シ
ョ
ッ
プ

〃
サ
ブ
ウ
ェ
イ
″
神
戸
元
町
店

が
、
南
京
町
・
西
桜
門
の
向
か
い

に
加
月
羽
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

毎
日
店
内
の
オ
ー
ブ
ン
で
焼

き
あ
げ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ブ
レ

ッ
ド
に
、
新
鮮
な
野
菜
や
ミ
ー

ト
を
は
さ
み
込
む
の
が
サ
ブ
ウ

笑顔が素敵なスタッフの皆さん

エ
イ
の
ス
タ
イ
ル
。
ブ
レ
ッ
ド

の
サ
イ
ズ
が
選
べ
る
他
、
中
味

の
野
菜
や
調
味
料
も
希
望
に
応

じ
て
目
の
前
で
つ
く
っ
て
く
れ

る
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
オ
ー
ダ

ー
シ
ス
テ
ム
が
嬉
し
い
。

「
食
べ
て
見
て
下
さ
い
。
今

ま
で
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
イ
メ

ー
ジ
を
変
え
る
新
し
い
も
の
で

す
」
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の
岡
田

さ
ん
の
言
葉
通
り
、
従
来
の
フ

ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
概
念
を
打

ち
破
る
、
と
に
か
く
お
客
本
位

の
工
夫
と
ア
イ
デ
ア
が
随
所
に

見
ら
れ
る
。
ヘ
ル
シ
ー
派
に
も

お
す
す
め
の
お
店
だ
。
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夜８時以降はバーのカウンターに早変り

差
点
南
東
角
に
あ
る
あ
こ
や
亭

住
吉
店
が
ｎ
月
２
日
に
新
装
オ

ー
プ
ン
し
た
。

１
階
は
テ
ー
ブ
ル
席
と
和

室
。
広
々
と
し
た
店
内
に
は
川

が
流
れ
、
中
庭
が
あ
る
。
新
し

く
寿
司
カ
ウ
ン
タ
ー
も
設
け
ら

れ
、
１
人
で
も
気
軽
に
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
、
食
事
が
で

き
る
。
２
階
は
和
室
と
大
、
中

宴
会
場
。
少
人
数
の
集
い
か
ら

加
入
ま
で
の
大
宴
会
ま
で
利
用

で
き
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
う
ど
ん
、
寿
し
、

御
飯
・
井
も
の
、
日
替
わ
り
定
食

（
１
０
０
０
円
１
）
、
弁
当
や
御

膳
（
２
０
０
０
円
ｌ
）
の
他
、
会

席
料
理
（
７
０
０
０
円
１
）
、
あ

こ
や
鍋
（
３
５
０
０
円
）
、
鯛
し

花
が
群
れ
咲
き
乱
れ
る
と

こ
ち
ら
か
ら
付
け
ら
れ
た
町

の
名
・
花
隈
。
そ
の
名
に
恥

じ
な
い
静
か
で
落
ち
着
い
た

た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
町

の
一
画
に
あ
る
の
が
〃
レ
ス

ト
ラ
ン
フ
ッ
ク
″
で
あ
る
。

南
京
町
に
あ
っ
た
店
を
閉

め
、
同
時
に
花
隈
の
方
を
改

装
、
こ
の
、
月
鵡
日
か
ら
再

び
営
業
を
始
め
た
。

レ
ン
ガ
積
み
の
壁
に
囲
ま

れ
た
店
内
は
暖
か
い
色
調
で

統
一
さ
れ
、
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー

大津絵の飾られた店内

が
ち
だ
が
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
。

モ
ザ
イ
ク
に
あ
る
〃
嵐
山
四
季
″

は
、
若
い
人
で
も
気
軽
に
訪
れ

る
こ
と
の
で
き
る
日
本
料
理
の

お
店
だ
。
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
手

頃
な
値
段
で
本
格
的
懐
石
料
理

が
楽
し
め
る
ミ
ニ
懐
石
、
和
風

ス
テ
ー
キ
懐
石
な
ど
が
好
評
。

個
室
で
は
碁
や
将
棋
が
、
ま
た

堀
り
ゴ
タ
ッ
式
の
カ
ウ
ン
タ
ー

で
は
カ
ク
テ
ル
が
楽
し
め
る
な

ど
、
神
戸
の
新
し
い
プ
レ
イ
・

ス
ポ
ッ
ト
を
意
識
し
た
様
々
な

ユ
ニ
ー
ク
な
工
夫
が
試
み
ら
れ

て
い
る
。
忘
年
会
、
・
新
年
会
に

は
新
メ
ニ
ュ
ー
「
と
く
と
く
コ

ー
ス
」
（
４
人
前
一
一
万
円
よ
り
。

１
月
瓢
日
ま
で
）
も
用
意
さ
れ

て
お
り
、
若
い
カ
ッ
プ
ル
か
ら

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

デ
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ッ
ク

神
戸
花
隈

蕊

や
全
部
で
狸
、
狙
席
の
テ
ー

ブ
ル
席
が
あ
り
こ
じ
ん
ま
り

と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
漂

』
フ
。神

戸
牛
を
備
長
炭
で
焼
き

あ
げ
た
ス
テ
ー
キ
を
中
心
に

昼
は
３
０
０
０
円
か
ら
、
ま

た
夜
は
６
８
０
０
円
か
ら
の

コ
ー
ス
料
理
が
あ
る
が
、
旬

国
中
央
区
東
川
崎
町
１
‐
６
１
１
モ
ザ

イ
ク
３
Ｆ
倉
、
ｌ
卸
１
２
８
３
８

別
時
ｌ
腸
時
禰
時
１
劃
時
（
バ
ー
は
０

時
ま
で
）
無
休

や
ぶ
、
牛
し
や
ぶ
な
ど
の
鍋
も

の
、
四
季
の
一
品
等
豊
富
。
中
で

も
人
気
が
あ
る
の
は
や
は
り
、

う
ど
ん
す
き
の
あ
こ
や
鍋
だ
。

旨
み
の
あ
る
だ
し
で
具
だ
く
さ

ん
、
こ
し
の
あ
る
う
ど
ん
の
味

は
格
別
。
冬
は
鍋
に
限
る
／
，

回
東
灘
区
甲
南
町
５
１
５
１
７

倉
叩
１
４
５
３
１
３
７
３
７
川
時
ｌ
配

時
刈
分
把
／
別
、
１
／
１
，
２
体

☆
あ
こ
や
亭
住
吉
店
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
ノ
．

住
吉
川
と
国
道
２
号
線
の
交

、

の
素
材
を
使
っ
て
料
理
を
組

み
立
て
る
の
で
、
予
約
さ
れ

る
と
き
に
相
談
さ
れ
る
ほ
う

が
よ
い
。
「
お
客
様
に
は
満
足

し
て
帰
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
シ
ェ
フ
歴
鎚
年
の
岩
田
さ

ん
。
「
こ
れ
か
ら
は
新
し
い

料
理
を
考
え
な
が
ら
、
自
分

も
楽
し
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
た
。

園
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
５
１
８

１
Ｍ
山
手
ダ
イ
ハ
ッ
ー
階

汎
時
半
１
Ｍ
時
随
時
半
ｌ
釦
時

日
畷
・
祝
日
体
回
０
７
８
１
３
５

１
１
５
２
５
５
（
予
約
専
用
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
中
高
年
の
方

ま
で
幅
広
く
利
用
し
て
も
ら
え

る
。

騨騨嬢胃: 蝋溌識

i鼠...ま.霊璽鏑§２

１
１２９
１

引
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シェ・モワ

カスカード・さんプラザ店

ｍ
三
ｍ
ｍ
『
○
エ
望
め
『
三
ア
の

も
う
、
間
も
な
く
ク
リ
ス
マ
ー

ス
。
今
年
は
皆
さ
ん
財
布
の
ひ
一

も
が
固
い
よ
う
で
す
が
、
ク
リ
ー

ス
マ
ス
ぐ
ら
い
は
甘
い
お
菓
子
一

で
、
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
い
一

で
す
ね
。

☆
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
ク
リ
ス
マ
ー

ス
の
お
菓
子
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
一

豊
か
。
大
人
に
も
子
供
に
も
喜
一

ば
れ
る
ス
ウ
ィ
ー
ッ
が
揃
っ
て
一

い
ま
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
一

や
ク
ッ
キ
ー
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
一

が
、
サ
ン
タ
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
一

の
缶
や
、
ブ
ー
ツ
、
ト
ナ
カ
イ
一

写

等
の
袋
に
詰
め
ら
れ
、
全
加
種
。

贈
り
物
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

☆
フ
ー
ケ

フ
ー
ケ
か
ら
は
、
定
番
の
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の
ほ
か
、
手

作
り
派
に
喜
ば
れ
る
「
シ
ェ
・
モ

ワ
」
が
。
ふ
わ
ふ
わ
の
ス
ポ
ン

ジ
ケ
ー
キ
と
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の

生
ク
リ
ー
ム
、
飾
り
用
小
物
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
忙

し
い
け
れ
ど
、
手
作
り
で
…
」

と
い
う
方
に
ピ
ッ
タ
リ
。
味
は

も
ち
ろ
ん
折
り
紙
付
き
。
お
子

様
と
一
緒
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
．

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧｌゴ

神戸百店会だより

クリスマスジュディ

蝿
溌Ⅲ

１
１３０
１

砿
‐
，
擦

…
・
恥
唾
磁
甥
輔
蝿
露
蝉
密
認
識
認
詫
『

一
☆
ハ
イ
ジ

一
今
年
も
ハ
イ
ジ
の
ア
ト
リ
エ

一
か
ら
、
お
い
し
さ
そ
の
ま
ま
の

一
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
。
フ
レ
ッ

ー
シ
ュ
な
生
ク
リ
ー
ム
や
本
場
ス

ー
イ
ス
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ

一
た
ケ
ー
キ
は
、
文
句
な
し
の
定

一
番
。
ほ
か
に
「
ハ
イ
ジ
ハ
ウ
ス
」

一
や
「
ハ
イ
ジ
の
森
」
な
ど
か

一
わ
い
い
ケ
ー
キ
も
揃
っ
て
い
ま

一
す
。

麺
而
二
ｍ
三
参
Ｆ

☆
カ
ス
カ
ー
ド
改
装
＆

し
ゅ
う
ぐ
り
ん
房
オ
ー
プ
ン

ｎ
月
４
日
、
さ
ん
プ
ラ
ザ
皿

の
カ
ス
カ
ー
ド
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
、
そ
し
て
隣
に

「
ま
あ
る
い
顔
の
し
ゅ
う
ぐ
り

ん
房
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

店
の
す
ぐ
後
ろ
で
作
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
そ
の
面
積
を
拡

張
し
、
出
来
た
て
の
味
が
さ
ら

に
お
い
し
く
な
り
ま
し
た
。
シ

ュ
ー
ク
リ
ー
ム
は
シ
ュ
ー
が
パ

リ
ッ
と
固
く
、
中
は
柔
か
い
手

作
り
風
。
お
口
の
中
に
お
い
し

さ
が
広
が
り
ま
す
。

☆
ユ
ー
ハ
イ
ム

お
友
達
や
家
族
と
の
パ
ー
テ

ィ
ー
で
活
躍
し
そ
う
な
の
が
、

ユ
ー
ハ
イ
ム
の
お
菓
子
。
ビ
ス

ケ
ッ
ト
や
チ
ョ
コ
、
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
の
様
々
な
詰
め
合
わ
せ
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

や
袋
が
と
っ
て
も
か
わ
い
い
の

で
、
つ
い
自
分
の
分
も
買
い
た

く
な
り
ま
す
。

ス

吋
凝

蕊

まあるい顔のしゆうぐりん房

輯
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１
１３１
１

P E O P L E ＜1 1 8 ＞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
田
六
郎
さ
ん
〈
齢
琴
皿
や
織
封
長
〉

③
黄
綬
褒
章
受
章

今年秋の叙勲で、㈱ウィンザー会長の山田六郎氏が、
黄綬褒章を受賞されました。黄綬褒章は､ 蜜3 0 年以上にわ
たって「その道一筋」に打ち込み、国民の模範としてふ
さわしい人”に剛られるもので、今年兵庫県で受章され
たのは1 0 人。
山田氏は若い頃、約1 0 年間もの兵役についた後、洋装
店を開店。以来、三宮センター街のみならず神戸市、兵
庫県の商店連合会の理事をつとめ、その発展に貢献。現
在、兵庫県の福祉推進にも積極的に協力されています。
「戦争で生き残った者として、日本の発展に役立とうと
思い、‐生懸命やってきた。（受章は) とても嬉しく、感
謝している」との言葉に､ とても重みが感じられました。

灘

灘溌議瀞
Car ･１Ｍ･ r ｌｅｙ蕊脇ｆ『和紙の墨｣大西耕三：

③
ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ツ
よ
り

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
し
ら
せ

ホ
テ
ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
で

三
ｍ
一
三
の

☆
北
野
で
ウ
ィ
レ
ム
・
ド
ル
フ
ァ
イ
ン
展

去
る
ｎ
月
Ⅳ
日
か
ら
鯛
日
、
ゴ
ー
フ

ル
ァ
ル
デ
ア
北
野
で
、
ベ
ル
ギ
ー
の
両

家
、
ウ
ィ
レ
ム
・
ド
ル
フ
ァ
イ
ン
氏
の

油
彩
に
よ
る
静
物
画
展
が
開
か
れ
、
反

響
を
呼
び
ま
し
た
。

ド
ル
フ
ァ
イ
ン
氏
は
、
伝
統
的
な
フ

ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
技
法
を
駆
使
す
る
画

くウィレム・ドルファイン氏

▼ゴーフルアルデア北野４Ｆギャラリー

鋒
ＰＲＥＳＥＮＴ
[ ＯＲＮＥＲ

ｖ
応
藤
方
法
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狸
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当
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、
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を
持
っ
て
神
戸
っ
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で
、
プ
レ
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ト
を
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け
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り
に
お
越
し
下
さ
い
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